



















44,000 人以上の大学教員を対象にした米国での 2003 年の調査では，回答者の 80%以上が
電子ジャーナルのアーカイビングを非常に重要だと考えていることが明らかになり
(Guthrie & Schonfeld, 2004)，先行の 2000 年の調査(Guthrie, 2001)の 76%をさらに上回
った。また，米国研究図書館協会(Association of Research Libraries. 以下 ARL)の声明「学
術電子ジャーナルの保存に必要な緊急行動」(2005 年 10 月)発表１や，電子ジャーナルの
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について論点整理をしたものには Scott(Scott, 1997)，Day(Day, 1998)，Buckley(Buckley, 








後藤, 2005b; 後藤, 2006) ２，本稿は議論の広範性の面で 1 点目，2 点目と異なり，詳細性







(Keyhani, 1998; Jones, 2003. ただし，例外もある。上のように前提せず，個々の購読図






できないという意見ばかりが出ている(Naylor, 1996; Keller, 2001)。出版社自身，やはり
コスト面での負担や，データの安全性を高めるために自社の外部にもバックアップを設け
る必要から，第三者機関によるアーカイビングを望んでいる，という報告もある(Keyhani, 
1998; Leggate & Hannant, 2000)。 
こうした事情から，電子ジャーナルのアーカイビングを担う，出版社や個々の購読図書
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社が使用する文書型定義を基に，プレゼンテーションファイルからは抽出することのでき
ない，特殊記号や表形式データについての情報も保存することが可能になる。一方，プレ






を推奨している(e.g. Cockerill, 2001)。Andrew W. Mellon 財団も，2001 年から 2002 年
に行った研究プロジェクト (本稿 2.4 参照)の後，「唯ひとつのアプローチだけで事足りる
と初めから決めてかかるのは，賢明ではない」(Waters, 2002)との判断から，ソースファ
イルを対象にするもの(JSTOR の電子アーカイビング事業)とプレゼンテーションファイ


























2000; Leggate & Hannant, 2000)。途上国の機関や過去の購読図書館からのアーカイブへ
のアクセスの可能性を論じた文献もある(後藤, 2005b)。現行のアーカイブのでも，多くの
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場合，商業出版社のコンテンツについてはアクセスは出版社の営業停止時や大規模な障害
発生時等，限定的なものになっている (本稿 3.参照)。 
 
2.4 アーカイブの財源をどこから調達するか？ 
  2001年から 2002年にかけて米国で行われた Andrew W. Mellon財団(以下 Mellon財団)
助成の研究プロジェクトが，この論点を詳しく検討している。これは，電子ジャーナルア







モデルを提唱したものがある(Harvard University Library Mellon Project Steering 
Committee & Harvard University Library Mellon Project Technical Team, 2002)一方で，
購読図書館やアーカイブの利用者から資金を調達するモデルを推した報告書もある








のモデルを採用しないと述べている (Harvard University Library Mellon Project 











ビング事業(Electronic-Archiving Initiative)」という名称で，JSTOR が Mellon 財団の助
成を受けて 2002 年に発足させたものである。2004 年からは非営利法人 Ithaka が事業を
引き継ぎ，2005 年に事業名を Portico と変え，現在に至っている。 
保存対象は電子ジャーナルのソースファイルである。これは，電子ジャーナルの知的コ


















(3)バックナンバーが 90 日を超えて利用できなくなった場合 
(4)大規模な障害が発生し，電子ジャーナルへのアクセスが 90 日を越えて不能になった場
合 










て 250 ドルから 75,000 ドル，図書館は資料購入費の規模に応じて 1,500 ドル(あるいはそ
れ以下)から24,000ドルである)。また，慈善団体や政府機関にも支援を求める予定でいる。 
Portico は，事業の発展には出版社との協力が不可欠としており，参加出版社数を着実
に増やしている。例えば，Portico が Elsevier 社の公式アーカイブになり，同社の新旧 2,100
以上の雑誌タイトルを永久保存することが，2005 年 12 月に発表された(Elsevier, 2005)。
オランダ国立図書館(本稿 3.2 参照)に加えて，Elsevier 社の公的アーカイブ機関がまたひ
とつ増えたことになる。その後もオックスフォード大学出版局や SAGE Publications 社
等が加わり，2006 年 7 月現在，参加出版社は 13 に上っている。 
 
3.2 オランダ国立図書館 
 - 6 -
オランダ国立図書館(Koninklijke Bibliotheek. 以下 KB)が複数の出版社(オランダ国外
に本社を置く出版社を含む)と協定を結び，電子ジャーナルの公的アーカイブ機関の役割を
担っている。 
経緯を手短にまとめれば次のとおりである (Sttenbakkers, 2005)。1993 年，KB は
Elsevier(1994 年から 2002 年は Elsevier Science)社とアーカイビングの実験を開始し，






Elsevier 社以外にも KB が協定を結んだ出版社は増えており，2003 年には BioMed 
Central 社と Kluwer Academic Publishers 社，2004 年には Blackwell Publishing 社，オ
ックスフォード大学出版局，Taylor＆Francis 社，2005 年には Brill Academic Publishers
社，Sage Publications 社，Springer 社(いずれも社名は当時)と，同様の協定が締結され
ている。また，KB はオランダ出版協会とも電子出版物の納本協定を結んでいる。KB が受
け入れた電子出版物の総数は 2006 年 1 月の時点で 500 万点を越えており，各協定の内容
が達成されると，最終的には 900 万点を受け入れることになる。データ容量は，出版物 100
万点につきおおよそ 1 テラバイトと計算されている(Oltmans, 2006a)。 
アーカイビング業務を遂行するのに KB が用いるのが，電子出版物のアーカイビングの
ためのインフラストラクチャ「e-Depot」である。e-Depot には KB 内の 3 部局が携わって
おり，収集整理部が日々の運用，情報通信部が技術的メンテナンス，研究開発部が機能の
向上に向けた研究を，それぞれ担当している。e-Depot の技術的中核は，デジタル情報保
存のための，OAIS 参照モデル６に準拠したシステム DIAS(The Digital Information and 
Archiving System)である。KB の依頼を受け，2002 年に IBM 社が開発した。 
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KB の年間予算 3,500 万ユーロの内，デジタルアーカイビングには 230 万ユーロ(人件費や
システムのメンテナンスに 110 万ユーロ，研究開発に 120 万ユーロ)が当てられている
(Oltmans, 2006a)。だが，将来は(ちょうど，包装紙の費用を商品の価格に含める場合があ
るのと同じ具合に)アーカイビングのコストを電子ジャーナルの購読料金にあらかじめ算
入する必要があるとの主張も出ている (Steenbakkers, 2004)。 
  以上に述べた電子ジャーナルのアーカイビングの戦略を，LOCKSS(本稿 3.3 参照)と対





という構想が述べられている(Oltmans, 2006a; Oltmans, 2006b)。 
 
3.3 LOCKSS 
LOCKSS(名称は「Lots of Copies Keep Stuff Safe」に由来する)は，電子ジャーナルの
コンテンツのローカルコピーを購読図書館自身が収集，保存してアクセスに供するための，
オープンソースのソフトウェアである。スタンフォード大学の研究チームが 1999 年から
開発を始め，2002 年までのベータテストを経て，2004 年にリリースした。2006 年 7 月現
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自らのキャッシュに保存しているコピーを提供する(図 3 参照)。 
 
図 2 LOCKSS アプライアンスによるコンテンツの監査 
（ LOCKSS ウ ェ ブ サ イ ト
（http://www.lockss.org/lockss/How_It_Works）を基に作
成） 
図 1 LOCKSS アプライアンスによるコンテンツの収集 
（ LOCKSS ウ ェ ブ サ イ ト
（http://www.lockss.org/lockss/How_It_Works）を基に作
成） 
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「EJ」は電子ジャーナル。楕円は図書館などの LOCKSS ア
プライアンス。スマイルマークは読者。





















る性能も，CPU600MHz 以上，メモリ 128MB 以上，ストレージ 60GB 以上等，旧式の
PC で事足りる。こうしたハードウェアにかかる費用は 4.5 年で 600 ポンド，すなわち年
間約 28,000 円(1 ポンド 210 円として計算)，という報告がある(Hockx-Yu, 2005)。電子ジ
ャーナルのアーカイビングには多くのコストがかかるため，個々の図書館がアーカイブを
担うことはできない，という本稿 2.1 で紹介した見解を克服しようとするのが LOCKSS
である，と捉えることもできる。 
なお，LOCKSS をめぐる注目すべき動きとして，2 つの事例に言及しておきたい。 
(1)英国 LOCKSS パイロットプログラム(UK LOCKSS Pilot Programme) 
E  J 
E  J E  J 
E  J 
「EJ」は電子ジャーナル。楕円は図書館などの LOCKSS ア
プライアンス。スマイルマークは読者。
図 3 LOCKSS アプライアンスによるコンテンツの提供 
（ LOCKSS ウ ェ ブ サ イ ト
（http://www.lockss.org/lockss/How_It_Works）を基に作
成） 
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LOCKSS への関心を高め， LOCKSS ユーザが自立基盤を構築することを目的とした，
JISC(The Joint Information Systems Committee) お よ び CURL(Consortium of 




する英国の国家事業 Nesli2 の交渉エージェントでもある Content Complete 社が，それぞ
れ担当している。 
(2)CLOCKSS (Controlled LOCKSS) 




る。これは，KB が提唱する「Safe Place 戦略」(本稿 3.2 参照)と同種のものであると言え
る。従来「Safe Place 戦略」と対比的に分散型と呼ばれていた LOCKSS が，このモデル
にどのように貢献することになるのか，CLOCKSS の展開が注目される。なお，米国議会





  国立図書館をはじめとするオーストラリア国内 10 機関による，オーストラリアのオン
ライン出版物のコレクション。1996 年開始。名称は「Preserving and Accessing Networked 















PANDORA Digital Archiving System(PANDAS)がロボットで収集している。 
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(2) Pubmed Central 
  米国国立衛生研究所(National Institute of Health, NIH)の一部門である，米国国立バイ
オテクノロジー情報センター(National Center for Biotechnology Information, NCBI)が
運営する，ライフサイエンス分野の査読付き雑誌論文のデジタルアーカイブ。2000 年開始。










  2006 年 7 月現在，Springer Science+Business Media 社，Kluwer Academic Publishing




出版局の 1998 から 2003 年分のみが制限なく利用可能であり，その他は購読ジャーナルの




るプロジェクト。名称は「インターネット情報選択的蓄積事業 (Web ARchiving Project)」
の略称である。2002 年開始。政府や都道府県，大学のウェブサイト等に加えて，電子雑誌
も収録対象にしている。 






  これまで各国の法定納本制は，電子ジャーナルを対象外とするものが多かった(歳森ほか, 
2004; 国立国会図書館, 2003)。しかし近年，状況が変わりつつある。 
カナダでは 2004 年に「カナダ図書館文書館法(Library and Archives of Canada Act)」
が，ドイツでも 2005 年に「ドイツ国立図書館に関する法律(Gesetz über die Deutsche 
Nationalbibliothek)」が成立した。これらによって，両国ではオンライン出版物が納本の
対象になり，自国で出版された電子ジャーナルも法定納本の下に収集されることになった。 
  また，英国では 2003 年，法定納本の対象を非印刷出版物にまで拡張する法律「2003 年
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  本稿は 2005 年 7 月に投稿されたものである。掲載までの間に，注 1 で言及した ARL，
CLIR，およびコーネル大学による共同プロジェクトの報告書が出版された(Kenny, A. R. 
et al. E-Journal Archiving Metes and Bounds: A Survey of the Landscape. Council on 
Library and Information Resources, 2006 < 
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 本稿 3.2 および 3.4(1)の執筆に当たって，KB の資料受入部会計主任 Adriaan Lemmen
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Consortia)がアーカイビングを 2006 年の会議での主要議題にすることに決める等，発表
以降，声明は諸方面の賛同を得ている。 
また，声明に基づき，ARL は図書館情報資源振興財団(Council on Library and 





２ 1 点目，2 点目は，アーカイブのコンテンツへアクセスが認められるのはどのような場
合か，という問題に焦点を当てたものである。詳細はそれらを直接参照頂きたいが，本稿
でも 2.3 でこの問題の論点整理を行う。3 点目は，電子ジャーナルのアーカイビングにつ
いて，その時点での現状を報告したものである。本稿は，それ以後の状況の変化を射程に
入れ，かつ 3 点目に含められなかった論点にも字数の許すかぎり言及している。 
３ 厳密には，この 2 分法に収まらない場合もある。注 7 参照。 
４ 以下，本稿 3.1-3.3 は，拙稿(後藤, 2006)の内容に，より最近の動向を視野に入れなが
ら加筆した内容になっている。 
５ プログラムやデータの移行・変換作業(『IT 用語辞典 e-Words』< http://e-words.jp/ >)。 
６ デジタル情報のアーカイビングの概念枠を提示した国際標準規格(ISO 14721:2002)で
ある。DIAS の他にも多くのシステムが「OAIS 参照モデル」に準拠して開発されている。 
７ KB の Adriaan Lemmen 氏からの私信による。この「出版社が KB に提出する，製品版






で実行させること(『IT 用語辞典 e-Words』)。 
 - 20 -
                                                                                                                                                  




See: 呑海沙織「学術情報基盤から知識情報基盤へ：JISC(Joint Information Systems 
Committee)の変遷」『図書館界』58(2), 2006.9 
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による。 
